
人間社会学部／こどもコース 職名 助教 氏名 二見 妙子 
 
１．教員紹介・主な研究分野  
 障害学研究を土台としたインクルーシブ教育（保育）研究に励んでいます。1970 年代に日本各

地およびイタリア国で展開された障害児教育運動がその後の障害児教育制度や社会文化に与え

た影響に興味があります。 
 
２．研究業績 
 ① 最近の著書・論文 
・ 1．「 豊中市の教職員の意見表明権獲得のプロセスに関する研究――学閥弱体化／管理職権威形

骸化／職場の民主化／障害児教育等の推進」単著 令和 5 年 10 月 「戦後日本の教職員組

合と社会・文化（その 5）令和 4－8 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（A）一般

冷戦体制下の日本における教育運動の構造と機能に関する研究第二次報告書研究課題

22H00082」 
2. Dialoghi sui processi inclusivi: il movimento educativo degli anni Settanta in Giappone, 
l’esperienza di Toyonaka（国際的な視点とモデル／インクルーシブ・プロセスに関する対話：

日本における 1970 年代の教育運動、豊中の経験）（査読有り）共著令和 5 年 9 月 L’integrazione 
scolastica e sociale,n3-2023 共著（二見妙子 アントネッムーラ。 イラリア・タトゥッリ。 ア
ンティコ・ルイジ・ズルル） 
3．「Family association in Italy: between roots and perspectives for inclusion」（査読有り） 
共著（二見妙子 アントネッムーラ。 イラリア・タトゥッリ。 アンティコ・ルイジ・ズルル）

令和 5 年 9 月 公教育計画研究 14。 
 
4．『卒業論文集 2021 年度』（編二見妙子、阿久根桃香、瀬本紗来、立花淳乃、的場芽生、三好 
穂高、保武ひかり 2022 年 3 月 1 日､植木印刷）。 
5．『イタリアのインクルーシブ教育に関する調査報告１―令和３年度～令和５年度日本学術振

興会科学研究費補助金若手研究「イタリア１９７１年１１８号法制定のために教育運動が果た

した役割（課題番号２１K13617）研究成果第１次報告書』単著(2022 年 3 月 31 日植木印刷)。 
6．『卒業論文集 2022 年度』（編集二見妙子、藤本実桜、高島優奈、森淵優花、森賀那奈、角田

綾夏、山田美央、2023 年 3 月 1 日、植木印刷）。 
  

 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 「インクルーシブ教育・保育の内容や方法に関する一考察」2023 年度 障害学研究会九州沖縄

部会 沖縄研究集会 2024 年 3 月 6 日（水）― 3 月 7 日（木）なは市民協働プラザ２F 会議室  
 
 
 



 ② 過去の主要業績 
・ 『インクルーシブ教育の源流―1970 年代の豊中市における原学級保障運動』（単：現代書 

館;2017 年４月 15 日出版）。 
「『共に生きる教育』の運動における条件整備論の陥穽」堀正嗣編『共生の障害学』（2012 年： 
第 6 章、明石書店）。 

・ 「インクルーシブ教育運動の構造分析―1970 年代の大阪府豊中市における原学級保障運動の 
分析と教育運動を活性化させる戦略の解明」（熊本学園大学大学院社会福祉学研究科提出博士論 
文 2016 年 1 月）。 

 
３．外部研究資金 
・ 

 
・ 

 

科学研究費助成事業、若手研究、「イタリア 1971 年 118 号法制定のために教育運動が果たし

た役割」、4,420,000 円、2021 年～2023 年 
科学研究費助成事業基盤研究(A) 22H00082 (共：代表廣田照幸）冷戦体制下の日本における

教育労働運動の構造と機能に関する研究、41860000 円、2022 年～2027 年 
 
４．受賞 

 
５．所属学会 
 障害学会、社会福祉学会、公教育計画学会、子どもアドボカシー学会 

 
６．担当授業科目 

 

特別支援教育・2 年・1 単位・前期。 
特別な支援を必要とする子どもの理解・2 年 3 年・1 単位・後期 
障害児保育・2 年・2 単位・後期。 
教養演習・１ 年・2 単位・前期 

 
７．社会貢献活動 

 

家庭的保育室「はぐくみ・こころ・めばえ」苦情処理第 3 者委員会評価委員。 
障害児を普通学校へ全国連絡会会員。 
田川郡香春町子ども食堂「キッチン小春ちゃん」実行委員。 
社団法人子ども情報研究センター会員 

 
 
 
 
 
 
 



８．学外講義・講演 

 

イタリア国立カリアリ大学教育学部４年生へ特別講義「日本のインクルーシブ教育の現状」、

2022 年 10 月 25 日。 
熊本県宇城市小川地区特別支援教育連携協議会講演会講師「発達障害の理解とインクルーシブ

教育」2022 年 8 月 25 日。 
福岡県保育協会保育士会保育士研修会講師「インクルーシブ保育ってなあに」2023 年 11 月 6
日。 
飯塚市幸袋こども園全体研修講師「インクルーシブ保育について」2024 年 1 月 20 日。 

 
９．附属研究所の活動等 

 


